
創
価
学
会
の
池
田
大
作
名
誉
会
長
＝
２
０
０
８
年
５
月
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

　
創
価
学
会
を
国
内
有
数
の
宗

教
団
体
に
拡
大
さ
せ
、
公
明
党

を
設
立
し
て
政
界
に
も
影
響
を

与
え
た
創
価
学
会
の
池
田
大
作

（
い
け
だ
・
だ
い
さ
く
）
名
誉

会
長
が
�
日
、
老
衰
の
た
め
東

京
都
新
宿
区
で
死
去
し
た
。
�

歳
。
東
京
都
出
身
。
近
親
者
の

み
で
家
族
葬
を
行
っ
た
。
後
日
、

お
別
れ
の
会
を
開
く
。

　
少
年
時
代
に
第
２
次
世
界
大

戦
を
経
験
し
た
。１
９
４
７
年
、

日
蓮
正
宗
の
信
徒
団
体
だ
っ
た

創
価
学
会
に
�
歳
で
入
会
。
戸

田
城
聖
第
２
代
会
長
の
下
で
激

し
い
勧
誘
活
動
を
展
開
し
た
。

　
戸
田
氏
の
死
後
、
�
年
に
第

３
代
会
長
に
就
任
。
海
外
布
教

も
展
開
し
�
年
に
創
価
学
会
イ

ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｉ
）

を
結
成
し
た
。
�
年
に
学
会
の

会
長
を
退
任
し
名
誉
会
長
と
な

っ
た
。
そ
の
後
も
影
響
力
を
保

持
し
続
け
た
が
、
近
年
は
公
の

場
に
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。

　
公
明
党
の
前
身
の
「
公
明
政

治
連
盟
」
を
�
年
に
設
立
、
こ

れ
を
母
体
に
�
年
、
公
明
党
を

結
成
し
た
。
し
か
し
、
政
教
分

離
の
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、

一
線
を
画
す
よ
う
に
な
っ
た

が
、
現
在
も
創
価
学
会
は
公
明

党
の
支
持
母
体
。
学
会
の
会
員

は
日
本
で
８
２
７
万
世
帯
、
海

外
で
２
８
０
万
人
と
さ
れ
る
。

　
教
義
や
布
教
を
巡
っ
て
は
日

蓮
正
宗
総
本
山
の
大
石
寺
（
静

岡
県
）
と
対
立
。
�
年
に
創
価

学
会
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
破
門
さ
れ
、

�
年
に
は
池
田
名
誉
会
長
が
信

徒
除
名
処
分
を
受
け
た
。

　
各
国
の
指
導
者
や
文
化
人
と

対
談
を
重
ね
た
。
モ
ス
ク
ワ
大

学
、
北
京
大
学
な
ど
世
界
�
カ

国
・
地
域
の
大
学
・
学
術
機
関

か
ら
４
０
０
を
超
え
る
「
名

誉
学
術
称
号
」
が
贈
ら
れ
て

い
る
。
著
書
に
「
人
間
革
命
」

「
二
十
一
世
紀
へ
の
対
話
」

な
ど
。
富
士
短
期
大
（
後
に
廃

止
）
卒
。

����年（令和５年）��月��日（土曜日） （第３種郵便物認可）


